
近年，腹腔鏡下手術に際し超音波凝固切開装置（ul-

trasonically activated device：以下，USAD）が汎用さ

れているが，開腹手術においてもその利便性および安

全性から，使用される頻度が増加している．とりわけ，

悪性腫瘍におけるリンパ節郭清に使用する試みがなさ

れているが，USADによるリンパ管の閉塞効果に関し

てはこれまで検討がなされていない．そこで，本研究

ではUSADによるリンパ管の閉塞効果に関して，動

脈，静脈と比較検討した．

材料と方法：体重30kg の雄性ブタを使用し，全身麻

酔下に左右の鼠径部を切開し，精巣動脈ならびに鼠径

部のリンパ管を摘出した．これらの脈管から周囲組織

を�離し，USAD（AutoSonix�；United States Surgi-
cal 社）を用いてレベル2.0で切離し，開放端から16G

テフロン針を挿入し，漏れがないように結紮固定した．

このテフロン針に内圧測定装置を接続し，凝固切離端

が開放となる圧（bursting pressure：以下，BP）を測

定した．実験にはおのおの 5本の脈管を採取し，計 5

回ずつ測定した．

結果：実験に使用した脈管の外径（平均±標準偏差）

は，動脈1.88±0.25mm，静脈0.83±0.29mm，リンパ管

0.76±0.25mmであり，動脈が他の脈管に比べて有意に

太かった．USADによる切離に要した時間（平均±標

準偏差）は，動脈5.6±2.2秒，静脈6.8±2.3秒，リンパ管

7.8±3.6秒であり， 3群間に有意な差を認めなかった．

切離端の耐圧試験の結果を Fig. 1に示したが，各脈管

のBP（平均±標準偏差）は，動脈1,168±140mmHg，

静脈751±208mmHg，リンパ管525±237mmHgであ

り，動脈―静脈間（p＝0.0248），動脈―リンパ管（p

＝0.0005）の間に有意な差を認めた（分散分析法）が，

静脈―リンパ管の間には有意な差を認めなかった（p

＝0.1477）．BPと脈管径，凝固時間の間に有意な関連は

認められなかった．

考察：USADによる脈管の閉塞効果に関する検討

は，動脈を使用したKanehira ら1）や Spivak ら2）の報告

があるが，動脈を使用した我々の結果はそれらの報告

とほぼ同等であった．今回の研究によりUSADはリン

パ管に対して，静脈と同程度の閉塞効果を示す結果が

得られた．生体内におけるリンパ管圧は静脈圧よりは

るかに低いため，USADを適正に使用すれば，リンパ

節郭清に使用しても，リンパ漏が生じる可能性はない

ものと思われた．
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Fig. 1 Comparisons of bursting pressure in artery,

vein and lymphatic vessel after dissection using ul-

trasonically activated device
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